
の
詰
問
的
榮
嬰
を
撫
ふ
も
の
で
あ
ら
う
。
　
　
本
書
は
、
國
民
精
碑
文
化
研

究
所
助
手
筒
弁
甲
防
彦
氏
が
、
廣
く
山
鹿
素
行
の
…
遺
著
を
調
査
せ
ら
れ
た
拙
騨
米

振
舞
精
子
文
化
文
獄
と
し
て
吐
の
度
同
硯
究
所
－
．
軌
の
公
に
さ
れ
た
も
の
で
あ

っ
て
、
牧
・
む
る
所
は
五
種
七
編
、
全
部
未
刊
の
震
要
史
料
で
あ
る
Q

O
「
原
源
護
機
」
及
び
「
原
腸
獲
機
諺
解
」
は
共
に
素
行
の
門
下
と
し
て
教

　
　
を
受
け
た
津
輕
蒜
主
信
政
が
書
屋
し
、
素
行
自
ら
之
れ
に
批
顯
を
施
し

　
　
た
も
め
で
、
現
在
津
輻
伯
欝
家
に
所
藏
せ
ら
る
」
右
原
本
を
底
本
と
し

　　

ﾄ
、
他
に
出
久
四
善
所
藏
の
長
滋
養
（
凝
鴉
曝
書
驚

　　

嵐
T
）
寒
築
を
以
て
校
合
し
、
葭
戸
、
麗
家
所
臓
の
垂
下

　
　
筆
本
と
思
は
れ
る
も
の
を
蓼
考
と
し
て
み
る
。
此
の
畦
編
は
素
行
晩
年

　
　
の
下
作
に
か
」
り
、
朱
子
學
に
於
け
る
太
極
、
理
氣
立
論
の
如
く
、
聖

　
　
學
と
構
す
る
彼
の
學
問
に
形
而
上
學
的
鼻
背
を
與
へ
た
も
の
で
あ
る
が

　
　
朱
子
を
以
て
膚
ら
塞
理
宇
遽
と
論
難
し
た
彼
の
思
惣
正
系
も
亦
、
斯
か

　
　
る
構
造
を
有
し
て
み
た
鮎
は
特
に
注
目
す
べ
き
事
で
あ
ら
う
。
爾
本
書

　
　
附
録
に
は
、
右
二
編
の
解
説
書
と
も
言
ふ
べ
き
前
説
長
嶋
元
長
の
述
作

　
　
「
原
源
点
鼻
私
事
吉
」
（
中
出
久
四
郎
氏
所
紙
本
、
改
題
名
）
を
も
牧
録

　
　
し
て
理
解
に
重
な
ら
し
め
て
み
る
o

O
「
調
居
随
筆
」
は
素
行
の
自
筆
と
云
は
れ
る
惟
豊
里
本
及
び
申
山
風
藏
長

　
　
島
本
を
以
て
校
合
し
た
も
の
で
あ
っ
て
、
題
名
の
示
す
如
く
、
赤
穗
請

　
　
居
申
の
著
作
と
考
へ
ら
れ
て
る
る
。
そ
の
内
容
は
「
中
朝
事
實
」
「
調
居

　
　
詰
問
」
等
に
匹
遭
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
特
に
我
臨
に
於
け
る
交
武
．
幽

　
　
係
を
論
じ
た
武
徳
論
、
及
び
日
本
主
義
の
論
理
的
根
糠
を
な
す
水
上
の

　
　
辮
は
、
彼
の
愚
問
の
本
質
を
究
…
排
す
る
に
當
っ
て
考
慮
す
べ
き
重
黙
で

　
　
あ
ら
う
。

介

O
「
正
誠
難
事
」
「
齊
墨
斑
事
」
「
治
聖
奮
事
」
の
三
編
は
、
も
と
大
盗
の
八

　
　
単
騎
に
基
き
、
誠
意
正
心
、
修
身
画
家
、
治
國
畢
天
下
の
奮
事
を
胤
違

　
　
し
た
三
部
作
と
し
て
集
録
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
）
前
二
者
は
、
麦
那
古

　
　
聖
賢
の
言
行
を
纏
典
に
よ
っ
て
抜
薬
、
編
纂
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
後

　
　
者
（
別
名
、
豊
楽
要
録
）
に
総
て
は
、
聰
く
内
外
の
面
壁
に
撫
っ
て
治

　
　
國
李
天
下
の
要
諦
を
論
じ
、
太
古
以
來
の
歴
史
的
導
實
を
取
っ
て
我
國

　
　
の
政
治
膿
制
に
闘
す
る
意
見
を
表
明
し
て
み
る
熱
は
、
是
亦
、
彼
の
學

　
　
問
の
本
質
の
何
腱
に
在
る
か
を
派
す
も
の
で
あ
る
。
而
し
て
叉
、
前
二

　
　
者
は
自
筆
惟
楊
庫
本
を
底
本
と
し
、
後
者
駅
亭
要
録
は
素
行
の
無
二
と

　
　
言
は
れ
る
惟
・
楊
庫
本
（
一
部
異
筆
）
及
び
富
戸
、
山
鹿
家
所
藏
本
（
岡

　
　
前
）
を
底
本
と
し
、
中
山
氏
所
藏
長
鳴
元
長
本
を
以
て
校
合
し
た
も
の

　
　
で
あ
り
、
且
右
三
編
の
著
作
年
代
は
不
明
で
あ
る
が
大
国
晩
年
の
述
作

　
　
と
考
へ
ら
れ
て
る
る
。

以
上
本
書
の
図
録
せ
る
諸
編
は
、
既
刊
遺
著
に
比
す
れ
ば
大
安
晩
年
の
薯
麺

に
撰
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
本
書
の
含
む
内
容
は
、
彼
の
武
士
道
論
を
開
心

と
し
て
、
今
後
の
素
行
研
究
に
新
た
な
る
示
唆
を
輿
へ
る
で
あ
ら
5
。
（
東
京

國
昆
精
紳
交
化
研
究
所
叢
行
、
非
費
品
、
菊
版
洋
装
、
本
文
六
九
入
頁
、
解

読
七
五
頁
、
爲
薦
強
意
貝
流
葉
）
　
〔
内
藤
〕

蘭
北
海
道
史

本
書
は
共
の
序
雷
に
よ
れ
ば
、

北
　
海
　
道
端
編

の
要
墓
に
よ
り
大
正
四
年
頃
よ
り
編
纂
事
業
を
㎜
閉
始
し
た
が
、

薗
に
…
嗣
蓮
五
十
鉱
，
記
念
事
業
と
し
て
道
民

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
種
々
の
事
情

第
二
十
二
巷
　
第
二
號
　
　
四
…
九
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糖

介

に
よ
り
蹉
鉄
を
霊
ね
三
三
二
十
数
無
闘
を
経
過
し
た
が
共
の
後
萩
に
北
海
道

史
編
纂
拗
を
鷹
き
、
地
方
誌
編
纂
に
は
夙
に
令
掲
あ
る
牧
野
僧
之
助
氏
編
纂

長
と
な
グ
、
以
下
森
川
島
編
纂
員
、
高
倉
嘱
託
等
の
職
員
を
置
き
、
鏡
意
実

料
の
蒐
集
と
史
蟻
の
橡
討
を
行
ひ
、
既
虞
に
薪
撰
北
海
道
史
全
七
霧
中
、
第

｝
穐
概
論
第
五
第
六
写
料
編
の
刊
行
を
見
た
審
は
誠
に
慶
賀
に
堪
へ
な
い
。

特
に
從
來
一
貫
せ
る
胚
史
を
持
た
ぬ
、
塗
桶
地
た
る
北
海
道
に
於
て
其
の
感

を
深
く
す
る
も
の
で
あ
る
Q
以
下
既
刊
三
魅
に
付
筒
…
限
に
解
離
す
る
蕩
と
す

る
Q
　
第
囮
霧
概
設
は
第
二
巻
よ
り
第
四
巻
に
至
る
、
通
説
一
乃
至
同
三
に
封
ず

る
概
揺
的
な
記
述
に
よ
の
簡
箪
に
北
海
道
史
の
綱
要
を
示
さ
ん
と
試
み
た
も

の
で
、
淵
巻
を
、
「
第
一
章
渡
島
と
大
半
朝
廷
し
の
古
代
よ
り
、
第
十
章
「
明
治
末

期
よ
り
大
正
へ
」
の
最
近
世
迄
を
十
章
に
分
ち
説
逃
し
、
　
五
十
の
岡
版
は
、

随
所
に
挿
入
さ
れ
て
記
蓮
の
理
解
を
．
補
っ
て
居
る
。

　
第
五
巷
史
料
一
〇
木
魅
に
於
て
は
、
道
史
編
纂
の
際
に
史
料
と
し
て
繰
溺

し
た
物
の
中
、
重
要
な
る
物
を
採
録
す
る
事
と
し
た
も
の
で
、
コ
豊
山
秘
府
し

六
十
巻
（
中
大
牛
を
敏
く
）
休
明
光
記
及
び
附
録
、
二
十
七
魅
、
休
明
光
記
遺

稿
、
霧
、
及
び
購
玄
鶴
付
諸
鯉
類
等
姦
竺
塗
り
、
・
奪
の

　
　
　
　
　
　
　
を
ポ
ぽ

島
台
は
何
れ
も
江
戸
募
府
隊
代
の
穫
秀
な
史
料
で
あ
る
。
太
巻
の
編
次
並
に

異
末
饗
校
等
は
高
倉
囑
託
の
手
に
な
っ
た
も
の
で
あ
る
Q
其
の
条
に
就
い
て

簡
箪
に
説
明
す
れ
ば
、

①
車
山
　
秘
府
六
十
巻
は
、
松
前
嚇
濾
の
家
老
松
前
巌
長
が
、
藩
、
玉
道
廣
の
命
に

　
ょ
グ
、
安
永
五
年
十
一
月
編
纂
に
滞
寒
し
、
岡
九
年
十
二
月
蹴
稿
し
た
、

　
松
前
藩
史
料
の
大
集
成
で
あ
る
が
、
残
露
な
蟻
に
、
第
三
十
二
艇
以
下
及
、

　
・
び
第
二
、
第
四
、
第
七
、
第
九
、
第
十
、
第
二
十
『
第
二
十
　
二
の
昏
巻
を

纂
二
十
∴
巻
　
第
二
麺
　
　
四
ご
○

　
敏
く
。

⑨
休
明
光
記
、
及
び
附
銀
ほ
、
寛
政
十
一
年
蝦
夷
地
取
締
御
用
掛
ハ
後
蝦
夷

　
奉
行
、
改
め
て
、
鉄
鱒
奉
行
）
に
任
ぜ
ら
れ
、
文
化
四
年
…
退
職
迄
蝦
夷
地
纏

　
懲
の
任
に
あ
っ
た
、
羽
太
正
嚢
の
著
で
、
其
の
在
任
中
の
記
録
で
あ
り
、

　
附
録
は
、
本
文
を
補
ふ
爲
に
奉
行
の
手
限
物
を
主
と
し
、
重
要
交
書
、
爾
館

　
御
用
衝
、
江
戸
會
厨
よ
り
差
出
し
た
文
書
商
集
め
た
、
當
痔
の
蝦
夷
地
公

　
交
書
の
大
集
成
で
、
前
幕
府
直
轄
時
代
の
重
要
艶
録
で
あ
る
。

③
休
明
光
】
紀
親
稿
、
十
雀
は
、
嘉
永
七
年
函
館
の
一
墨
藩
淡
齋
如
水
禦
憩
屋

　
七
郎
右
図
門
が
休
明
光
記
附
録
に
も
れ
た
も
の
を
得
る
に
從
っ
て
、
集
め

　
た
「
蝦
夷
が
千
島
」
以
下
三
子
夏
日
に
分
っ
て
記
述
し
た
も
の
で
あ
る
。

④
購
磯
諸
禦
付
、
御
婆
頻
は
、
文
久
憂
欝
、
老
泉
慧
精
よ

　
タ
　
ポ
　
ホ
つ

　
り
函
館
奉
行
に
回
し
命
ず
る
所
あ
り
。
定
府
奉
行
勝
田
充
臨
等
が
旨
を
當

　
時
、
爾
館
在
勤
の
糟
谷
義
明
に
通
じ
て
意
見
害
並
に
蝦
夷
地
開
拓
纏
過
を
．

　
編
ん
で
奉
っ
た
も
の
で
、
後
幕
府
直
轄
時
代
の
重
婆
二
二
で
あ
る
。

　
第
六
巻
、
更
料
二
。
木
巻
に
は
、
前
議
に
引
篤
き
、
明
治
総
山
以
後
の
重
，

要
な
史
料
特
に
開
拓
に
繭
係
あ
る
物
を
主
と
し
て
操
為
し
た
も
の
で
、
開
治

二
年
七
好
七
一
璽
対
開
墾
條
約
書
u
開
…
妬
m
裸
扁
鯨
蝋
「
ホ
ラ
シ
ケ
プ
ー
7
ン
」
翻
鞭
文
旧
以

下
勲
多
く
の
物
を
牧
め
て
履
る
Q
爾
太
巻
の
編
次
等
は
牧
野
編
纂
長
之
に
贈

り
森
編
纂
鼓
之
を
助
け
た
も
の
で
あ
る
。
以
下
耽
ハ
の
こ
…
二
に
付
説
明
サ
る
墓

と
す
る
。
．

①
明
治
二
年
七
重
村
開
墾
條
約
欝
は
、
明
治
二
年
、
當
疇
函
館
在
住
の
李
閣

　
商
一
入
、
，
ガ
ル
ト
ネ
ル
（
労
・
Q
器
二
H
ご
「
）
が
、
有
司
に
級
註
し
て
、
七
玉
村
、

　
の
耕
地
三
百
萬
埠
。
瀦
㎝
備
に
間
す
る
條
約
定
で
、
，
是
は
ガ
ル
ト
ネ
ル
よ
り
管
凪

　
牧
せ
る
豊
本
に
侠
つ
た
も
の
で
あ
る
。
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②
關
…
拓
使
顧
門
間
「
ホ
ラ
シ
ケ
プ
P
ン
」
置
文
は
、
黒
田
麗
拓
陣
俣
次
官
に
よ
り

　
明
治
四
年
米
誌
よ
り
招
聴
さ
れ
、
教
師
頭
取
顧
問
（
0
9
毒
酒
§
；
巳

　
｝
島
訟
器
O
と
し
て
、
数
多
の
同
母
技
師
を
指
揮
し
て
開
拓
に
努
力
し
た
米

　
入
ホ
ラ
シ
・
ケ
プ
P
ソ
（
嵩
。
鑓
。
Φ
0
9
℃
憎
9
ρ
）
が
、
共
の
在
任
申
（
H
ω
譲
－

　
日
。
。
譲
）
に
或
は
報
交
の
形
に
於
て
、
或
は
開
拓
使
主
三
者
宛
書
状
の
形
式

　
に
於
て
自
己
の
開
拓
に
關
す
る
意
見
を
獲
表
せ
る
物
、
及
び
彼
の
プ
ロ
ツ

　
グ
に
麟
せ
る
二
二
技
師
達
の
亀
町
を
も
合
せ
て
、
共
の
浦
期
蹄
朝
の
際
、

　
｝
括
し
て
開
拓
使
當
局
に
回
し
て
｝
珊
の
報
文
集
と
し
て
校
刊
せ
し
め

　
た
、
是
即
ち
（
園
。
唱
。
洋
字
”
託
○
蒲
。
芝
巨
痒
。
謎
8
雌
器
因
〔
一
一
自
身
ω
葺
9

　
出
。
讐
8
0
岩
δ
♪
0
9
毒
日
一
書
。
話
嬬
9
岬
三
掛
響
鶉
び
夢
判
ム
霧
ψ
舅
。
盗
α
q
算

　
レ
。
。
o
算
襲
蚕
）
で
あ
っ
て
全
部
殴
交
で
あ
る
。
之
を
外
蜘
諜
で
練
証
せ
る

　
も
の
で
、
緒
言
教
師
頭
取
綾
顧
問
「
ホ
ラ
シ
。
ケ
プ
μ
ソ
し
書
信
。
博
士

　
「
ウ
ヰ
ァ
ム
・
ピ
・
ブ
レ
ー
キ
」
報
轟
叉
摘
要
以
下
五
十
鹸
に
瓜
刀
れ
た
物
を
牧
ハ
め

　
て
揺
る
。
術
本
書
は
、
最
初
は
訳
文
の
物
を
略
併
せ
探
録
す
る
考
へ
の
所

　
頁
数
の
都
合
上
割
愛
し
た
と
の
幽
で
あ
る
Q

　
爾
本
巻
に
は
、
次
の
如
き
諸
種
の
心
霊
或
は
建
議
、
具
巾
下
等
が
牧
め
ら

れ
て
居
る
が
虚
無
で
ほ
軍
に
名
前
丈
を
墾
ぐ
る
に
止
む
る
。
郎
ち
「
酉
郷
開

拓
長
官
建
議
」
（
明
治
十
五
年
一
月
）
、
「
北
海
道
惑
溺
巡
競
復
命
書
」
（
明
治
十

八
年
）
、
「
岩
村
長
官
施
政
方
針
演
読
書
」
（
明
治
二
十
年
五
月
）
、
「
北
垣
長
官

北
海
道
關
…
拓
意
見
其
串
書
」
（
明
仏
偵
二
十
六
年
「
二
月
×
「
北
海
道
十
年
計
登
の

大
要
」
（
明
治
三
十
二
年
－
三
十
三
卑
五
月
）
、
第
一
期
北
海
道
拓
殖
事
業
計

霊
説
明
書
（
明
治
四
十
二
年
鰍
）
、
第
二
期
北
海
道
拓
殖
計
鑑
説
朔
書
（
昭
和

発
年
鰍
）
及
び
北
海
道
國
有
未
開
地
大
地
積
貸
下
貸
付
表
。
以
上
が
第
六
魅

牧
鍛
の
も
の
で
あ
る
、
是
に
よ
り
明
治
初
年
よ
り
昭
和
の
今
縫
迄
の
北
海
道

介

拓
殖
の
主
要
な
る
物
を
殆
ん
ど
網
羅
せ
る
も
の
製
や
う
で
あ
る
。
以
上

　
（
既
刊
三
溺
、
菊
到
、
第
一
巷
、
二
七
七
頁
、
圃
版
五
十
、
第
五
巷
一
、
五

四
六
頁
、
㎞
右
翼
十
・
五
、
第
六
巻
　
一
、
○
山
野
四
｝
貝
、
　
闇
凹
版
一
二
、
　
非
ゆ
買
、
北
’
海
消
解

踊
編
）
　
〔
田
中
〕

東
洋
歴
史
大
僻
典
　
第
一
巻

　
　
　
　
　
　
　
、
｝
牛
博
ル
砒
獲
行
　
　
M
四
六
倍
大
判
　
　
五
一
二
〇
頁

　
明
治
中
期
以
來
我
が
國
に
勃
興
し
た
東
洋
更
學
の
研
究
は
、
爾
來
伊
藤
々
と

し
て
濫
暴
騰
展
の
一
路
を
辿
っ
て
來
た
が
、
友
邦
浦
洲
曾
比
國
後
は
そ
の
進

展
の
三
農
ミ
著
し
く
、
煙
攻
表
の
数
は
愈
ミ
多
き
を
加
へ
、
そ
の
研
究
は
盆

ζ
廣
く
研
究
の
成
果
よ
り
見
る
も
遙
か
に
他
の
諸
國
の
そ
れ
を
淡
駕
す
る
に

至
っ
た
こ
と
は
實
に
慶
賀
に
堪
へ
な
い
次
第
で
あ
る
。
束
洋
史
學
界
の
隆
盛

に
拍
車
を
か
け
た
満
洲
帝
國
の
出
　
現
は
、
叉
我
が
婦
人
を
し
て
東
洋
に
於
け

る
我
が
國
の
地
位
を
認
識
せ
し
む
る
と
と
も
に
、
東
距
一
般
に
錫
す
る
注
意

を
深
か
ら
し
め
、
東
洋
の
駆
史
を
知
っ
て
そ
の
現
勢
を
理
解
せ
ん
と
の
慾
求

は
膨
済
と
し
て
我
が
讃
書
入
の
閥
に
起
っ
て
來
た
、
今
や
東
洋
の
歴
史
は
ひ

と
の
直
門
更
家
の
研
究
の
甥
象
で
あ
る
ば
か
り
で
は
な
く
、
廣
く
一
般
知
識

人
の
闘
心
の
繋
る
所
と
な
っ
て
み
る
の
で
あ
る
。
然
る
に
東
洋
更
に
闘
し
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
へ

は
、
從
來
適
當
な
る
入
門
書
が
な
か
っ
た
占
め
に
甚
だ
と
り
つ
き
が
悪
く
、

ま
た
妻
帯
考
に
し
て
も
字
句
の
難
解
の
爲
め
に
昏
迷
挫
折
す
る
こ
と
も
一
再

で
は
な
く
、
正
確
に
し
て
難
冨
な
る
内
察
を
有
す
る
指
導
書
の
出
現
を
韮
む

こ
と
切
な
る
も
の
が
あ
っ
た
り
今
阿
軍
卒
瀧
よ
り
出
射
せ
ら
れ
た
東
洋
鰺
史

大
姦
典
は
蜜
に
か
ジ
る
麹
鍵
に
副
ふ
べ
く
編
纂
せ
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。

第
二
十
二
巷
第
二
擁
　
　
四
二
…
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